
『
翰
林
五
鳳
集
』
に
つ
い
て
1
近
世
初
期
漢
文
学
管
見
一
三
）

O
口
．
．
〆
彗
邑
α
q
g
o
ω
愚
．
．
（
い
）

蔭
　
木
　
英
　
雄

1
1

　
本
論
集
の
第
四
・
五
巻
で
、
私
は
、
近
世
初
期
の
漢
文
学
史
を
横
目
で
瞥
見

し
な
が
ら
、
『
翰
林
五
鳳
集
』
（
以
下
『
五
鳳
集
』
と
略
記
）
の
成
立
事
情
を
考

え
、
推
測
し
得
る
撰
老
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
ま
だ
ま
だ
有
節
豊
春
、
集
三

二
藤
、
有
雅
元
廣
等
も
”
百
僚
”
の
撰
者
の
中
に
入
れ
て
、
彼
等
の
詩
作
活
動

を
見
て
み
た
い
の
だ
が
、
注
に
略
述
す
る
に
と
ど
め
、
筆
を
先
に
進
め
る
。

　
　
四
書
写

　
六
十
四
巻
と
い
う
膨
大
な
五
山
詩
は
、
多
く
の
文
学
僧
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ

た
。
即
ち
巻
順
に
列
挙
す
る
と
、

　
利
油
虫
鋭
　
英
町
景
洪
　
洞
言
寿
仙
　
舜
岳
玄
光
　
九
釜
中
達
　
鳳
林
承
章

　
越
渓
礼
格
　
俊
甫
光
勝
　
如
天
瑞
玄
　
最
岳
元
良
　
剛
外
車
柔
　
巣
陰
玄
召

　
雲
喬
聖
興
　
雄
峰
永
俊
　
惟
高
妙
安
　
三
英
慧
宥
　
仁
英
承
復
　
覚
雲
宗
吉

　
文
明
桂
学
　
玄
室
周
圭
　
孝
叔
周
廉
　
隆
岳
周
紹
　
（
天
龍
寺
）
玄
慎
　
（
建
仁

　
寺
常
光
院
）
紹
致
　
（
同
上
）
紹
倍
　
五
面
嫌
倫
　
雪
容
梵
釜
　
周
坦
　
玄
英
寿

　
洪

と
い
う
有
名
無
名
の
僧
の
手
に
よ
り
書
写
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
謄
写
僧
の

顔
ぶ
れ
か
ら
『
五
鳳
集
』
の
特
色
を
探
っ
て
み
よ
う
と
調
査
し
て
み
た
が
、
は

か
ば
か
し
い
結
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
主
な
識
語
を
あ
げ
て
み
る
。

A
（
第
四
巻
々
末
）

　
欽
奉
論
命
書
写
此
一
冊
、
奉
備
献
覧
。
量
非
一
世
衰
栄
也
。

　
　
　
正
心
七
七
岳
隻
童
心
拝
上
判

B
（
第
七
巻
々
末
）

　
覆
面
給
命
謄
写
翰
林
五
鳳
七
之
巻
。
垂
々
個
有
烏
焉
之
誤
、
仮
希
他
後
具
眼

　
老
渉
黄
当
為
栴

　
　
　
亀
嶺
玄
光
拝
上
判

C
（
第
十
八
巻
々
末
）
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『翰林五鳳集』について

　
謹
奉
勅
命
謄
此
一
冊
子
。
憧
恐
々
不
知
所
以
下
筆
、
汗
出
沿
革
而
已
。

　
　
龍
輯
壬
戌
元
和
第
八
抄
冬
中
洗

　
　
　
前
建
長
最
岳
里
元
良
拝
上

D
（
第
十
九
巻
々
末
）

　
辱
奉
論
命
摩
沙
老
眼
、
上
置
古
来
義
倉
諸
彦
詩
選
一
冊
子
、
仮
墨
字
々
下
書

　
濫
真
　
。

　
　
元
和
第
八
龍
集
壬
戌
娼
月
中
洗

　
　
　
恵
嬌
比
丘
剛
外
客
令
柔
謹
書
判

E
（
第
二
十
七
巻
山
導
）

　
拝
投
田
沢
仁
如
和
尚
丈
室
狙
側
　
　
甲
高

F
（
第
五
十
一
巻
々
末
）

　
　
　
亀
山
玄
無
間
之
　
五
言
詩
百
十
首
年
功

こ
れ
ら
の
識
語
に
よ
り
明
ら
か
な
こ
と
は
、

○
撰
者
が
撰
進
し
た
作
品
を
、
後
水
尾
天
皇
の
輪
命
に
よ
っ
て
書
写
し
た
事

　
（
A
B
C
）

○
勅
命
を
受
け
た
仁
如
集
尭
は
、
書
写
作
業
を
弟
子
に
恰
も
下
請
け
の
如
く
課

　
し
て
い
る
。
こ
れ
は
五
山
文
学
僧
の
『
五
鳳
集
』
に
対
す
る
姿
勢
が
、
必
ず

　
し
も
“
宣
に
一
世
の
衰
栄
に
非
ず
や
”
と
い
う
よ
う
な
、
言
葉
通
り
で
な
い

　
事
を
示
す
（
E
）
。

○
書
写
は
大
体
元
和
八
年
十
二
月
中
旬
に
終
っ
て
い
る
の
で
（
C
D
）
、
撰
進

　
は
同
年
秋
ま
で
に
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
不
可
解
な
の
は
F
で
あ
る
。
第
五
十
一
巻
は
、
第

四
十
九
・
五
十
巻
と
共
に
「
扇
面
部
」
で
、
収
載
作
品
数
は
、

　
四
十
九
巻
1
1
七
言
絶
句
二
五
〇
首

　
五
十
巻
1
1
七
言
絶
句
二
六
〇
首

　
五
十
一
巻
1
1
七
言
絶
句
一
〇
七
首
　
五
言
絶
句
一
首

と
な
っ
て
お
り
、
他
の
二
巻
に
比
し
て
半
分
以
下
で
あ
る
。
識
語
に
あ
る
よ
う

に
、
五
言
詩
百
十
首
を
省
略
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
五
言
絶
句
一
首
と
い
う
の

は
、
横
川
景
三
作
「
唐
扇
。
以
絹
裁
之
。
有
梅
花
」
と
い
う
梅
花
を
描
く
扇
面

詩
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
の
五
言
詩
百
十
首
を
、
誰
が
、
な
ぜ
、
省
略
し
た
か

が
分
ら
な
い
。
書
写
担
当
の
玄
慎
が
省
略
の
権
限
を
有
し
て
い
た
と
は
考
え
ら

れ
ず
、
天
皇
か
撰
者
か
、
そ
れ
と
も
版
本
の
刊
行
者
か
、
全
く
不
明
で
あ
り
、

そ
の
意
図
も
推
測
し
か
ね
る
。
五
十
四
巻
の
本
朝
名
区
部
に
は
、
「
扇
面
水
底

富
士
」
と
題
す
る
五
言
絶
句
が
ま
じ
っ
て
い
る
が
、
作
品
数
は
蓼
顧
た
る
も
の

で
あ
り
、
省
略
し
た
百
十
首
が
他
の
巻
に
移
さ
れ
た
り
紛
れ
こ
ん
だ
り
し
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
E
の
識
語
と
同
様
に
、
『
五
戸
集
』
が
当
時
の
五
山
文
学

僧
に
全
面
的
に
支
持
尊
重
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
。

国
構
成
及
び
作
者

　
以
心
理
伝
の
序
に
、

　
分
部
者
二
十
有
七
、
配
券
陀
之
品
則
皆
名
方
便
、
而
無
不
述
手
当
頬
。
為
巻

　
者
六
十
有
戸
、
象
易
卦
之
数
整
版
其
奥
義
者
、
無
性
解
以
詩
詞
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

と
あ
る
よ
う
に
、
『
五
鳳
集
』
は
法
華
経
二
十
七
品
に
倣
っ
て
二
十
七
部
に
分

類
し
、
易
の
六
十
四
卦
に
則
っ
て
六
十
四
巻
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
二
十
八
部
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蔭木英雄
と
は
、

　
創
部
　
課
筆
部
（
以
下
、
部
を
省
略
）
愛
　
税
　
匁
、
野
寄
　
遡
行
　
曝
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
付
哀
傷
　
雑
乾
坤
門
　
雑
人
倫
　
買
気
形
門
　
雑
生
湿
　
雑
食
器
　
雑
人
倫

　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
画
図
扇
面
　
八
景
本
朝
名
駅
　
本
朝
人
名
　
道
号
　
釈
教
　
支
那
人
名

　
ヨ
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
恋
錯
雑
旅
泊
感
懐
祝
讃

で
あ
る
が
、
各
部
の
内
容
を
精
査
し
て
み
る
と
、
排
列
に
意
を
尽
し
た
と
は
考

　
　
ハ
ら
　

え
ら
れ
ず
、
さ
ら
に
6
招
寄
以
降
の
順
序
は
雑
然
と
し
て
い
て
、
部
立
て
の
文

学
的
構
成
美
は
認
め
ら
れ
な
い
。
9
～
1
4
の
部
名
に
は
雑
の
字
さ
え
冠
し
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
『
五
聖
集
』
二
十
七
部
は
、
『
古
今
和
歌
集
』
以
来
の
勅
撰
集
や
、
義
堂
周
信

の
『
重
刊
貞
和
類
聚
祖
苑
重
席
集
』
（
『
貞
和
集
』
と
略
称
）
天
気
龍
沢
の
『
錦

　
（
5
）

繍
段
』
の
部
立
を
折
衷
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
『
古
今
集
』
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
×
　
　
　
　
　
×
×

　
春
（
1
）
夏
（
3
）
秋
（
4
）
冬
（
5
）
賀
歌
（
2
7
）
鴇
三
芳
（
2
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
×

　
　
恋
（
2
3
）
　
哀
傷
歌
（
8
）
　
雑
歌
（
2
4
）

な
ど
の
部
名
が
同
じ
で
あ
る
く
×
印
は
内
容
が
酷
似
の
部
名
。
数
字
は
『
五
鳳

集
』
の
部
名
の
番
号
〉
。
仏
教
者
で
あ
る
五
山
禅
僧
の
『
五
鳳
集
』
な
の
に
、
2
1

釈
教
部
を
立
て
て
い
る
の
が
わ
ざ
と
ら
し
い
が
、
こ
れ
は
『
千
載
和
歌
集
』
以

後
の
歌
集
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
五
雲
集
』
の
部
立
は
『
貞
和
集
』
の
、

　
×
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
×
　
　
　
　
　
×
×

　
節
序
（
1
2
3
4
5
）
　
道
号
（
2
0
）
　
送
行
（
7
）
　
行
旅
（
2
5
）
　
器
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
×

　
（
1
3
1
4
）
　
図
画
（
1
5
）
　
草
木
（
1
2
）
　
哀
悼
（
8
）
　
荘
厳
（
2
4
）

『
錦
繍
段
』
の
、

　
×
×
　
　
　
　
　
　
×
×
　
　
　
　
　
　
×
×
　
　
　
　
　
　
　
×
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

　
送
別
（
7
）
　
行
旅
（
2
5
）
　
器
用
（
1
3
1
4
）
　
閨
情
（
2
3
）
　
哀
傷
（
8
）
　
草

　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
×

　
木
（
1
2
）
　
画
図
（
1
5
）
雑
書
（
2
4
）

の
分
類
法
を
も
倣
っ
て
い
て
、
最
終
的
に
は
『
古
今
集
』
な
ど
の
和
歌
集
部
立

　
ヘ
　
　
　
へ

に
よ
り
近
い
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
2
3
端
部
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
『
五
鳳
集
』
の
恋
部
は
二
巻
あ
り
、
第
六
十
二
巻
は
三
益
永
因
の
『
三
益
艶

詞
』
（
『
続
群
書
類
従
』
所
収
）
か
ら
殆
ん
ど
採
ら
れ
、
巻
末
に
た
だ
一
首
、
絶

海
中
津
の
「
長
門
怨
」
を
申
し
訳
け
程
度
に
載
せ
て
い
る
。
第
六
十
三
巻
に
は

横
川
景
三
の
作
品
が
百
二
十
三
首
と
最
も
多
く
、
そ
れ
に
は
正
月
四
日
か
ら
十

二
月
二
十
八
日
ま
で
の
日
付
が
つ
い
て
い
る
。
思
う
に
季
節
行
事
に
合
せ
て
恋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

詩
の
参
考
作
品
に
し
た
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
横
川
に
次
で
直
営
永
雄
の
三
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

三
首
が
多
く
、
そ
の
あ
と
月
舟
寿
桂
や
春
沢
永
恩
ら
十
三
人
の
作
品
が
一
首
乃

至
三
首
載
っ
て
い
て
、
「
閑
居
恋
和
歌
題
」
と
か
「
思
不
言
恋
」
な
ど
、
和
臭

紛
々
た
る
作
品
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
い
よ
い
よ
『
五
鳳
集
』
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

順
序
と
な
っ
た
が
、
何
を
手
が
か
り
に
し
て
こ
の
勅
撰
詩
集
の
特
色
を
探
ろ
う

か
と
迷
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
ず
常
識
的
に
五
山
文
学
僧
の
収
載
作
品
数
か
ら
見

て
い
く
こ
と
に
す
る
。
大
日
本
仏
教
全
書
の
『
五
鳳
集
』
は
誤
字
誤
植
の
多
い

里
並
で
あ
る
が
、
数
え
易
い
の
で
こ
の
本
に
拠
る
こ
と
に
す
る
。
二
百
四
人
の

作
者
を
収
載
数
の
多
い
順
に
二
十
人
並
べ
て
み
た
の
が
、
次
表
で
あ
る
。
な
お

参
考
の
為
、
成
立
年
次
の
近
い
『
中
華
若
木
集
』
『
花
上
集
』
『
百
人
一
首
』
の

収
載
数
を
併
記
す
る
（
『
百
人
一
首
』
は
勿
論
↓
首
ず
つ
で
あ
る
）
。
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『翰林五鳳集』について

［
圏
囮
国
童
部
「
毒
草
關
」
圏
田
H
園
同
圏
固

1
月
舟
寿
桂

2
天
隠
龍
沢

3
策
彦
周
良

4
希
世
霊
彦

5
琴
叔
景
趣

6
瑞
岩
龍
怪

7
江
西
龍
派

8
瑞
渓
周
鳳

9
景
徐
周
麟

10

又
竚
i
荏

11

?
]
完
玩

12

m
如
集
禿

13

ｼ
胤
俊
承

14

ﾕ
関
師
錬

15

｡
川
景
三

16

t
沢
永
恩

17

p
甫
永
雄

18

?
瘻
髞
G

19

癡
芍
i
瑛

20

㍼
t
龍
喜

391　409　419　467　471　495　495　506　519　550　556　658　660　694　696　705　882　892　1124　1130
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以
上
に
続
い
て
2
1
彦
下
話
興
、
2
2
九
空
華
重
、
2
3
万
里
二
九
、
2
4
惟
高
不
安
、

25

O
益
永
因
ら
が
あ
る
。
膨
大
な
数
な
の
で
、
筆
者
の
多
少
の
数
え
ま
ち
が
い

は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
右
表
に
よ
っ
て
『
五
鳳
集
』
の
特
色
は
ほ
ぼ
窺
い
知
る
こ

と
が
出
来
る
。

　
　
〈
1
＞
五
山
文
学
第
四
期
の
作
品
が
多
い
。

　
筆
者
は
以
前
に
『
五
山
詩
史
の
研
究
』
で
、
五
山
文
学
史
を
四
期
に
区
分
し

て
考
察
し
た
こ
と
が
あ
り
、
今
も
そ
の
考
え
に
変
り
は
な
い
。
前
掲
表
の
『
五

鳳
集
』
の
作
者
を
こ
の
四
期
に
あ
て
は
め
て
み
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
期
間
に

生
没
し
た
五
山
僧
と
い
う
分
類
で
な
く
、
文
学
活
動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
時
期
に

よ
っ
て
あ
て
は
め
た
。
例
え
ば
、
希
世
霊
彦
や
横
川
景
三
は
応
仁
以
前
に
も
詩

作
し
て
い
る
が
、
乱
中
乱
後
の
方
が
文
学
活
動
が
盛
ん
な
の
で
第
四
期
の
作
者

と
し
た
。

第
一
期
　
弘
安
二
年
～
元
徳
二
年
〈
興
隆
期
〉
な
し

第
二
期
　
元
弘
元
年
一
至
徳
三
年
〈
最
盛
期
〉
虎
関
師
錬

第
三
期
　
嘉
慶
元
年
一
応
仁
元
年
〈
欄
熟
期
〉
　
西
胤
俊
承
　
江
西
龍
派

　
　
　
　
瑞
渓
周
鳳
　
南
江
宗
況

右
以
外
の
十
五
人
は
、
す
べ
て
第
四
期
即
ち
応
仁
二
年
か
ら
元
和
元
年
ま
で
の

衰
頽
期
の
文
学
僧
で
あ
る
。
従
っ
て
第
四
期
の
次
の
よ
う
な
特
色
が
『
五
鳳

集
』
に
も
当
て
は
ま
る
。

①
現
実
直
視
、
自
己
観
照
の
作
品
が
少
な
い
。

②
第
三
期
に
も
見
ら
れ
た
艶
詩
が
益
々
盛
ん
と
な
り
、
棄
乱
の
状
を
呈
す
る
に

　
至
る
。
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蔭木英雄
③
和
臭
が
甚
だ
し
い
。

④
文
学
活
動
が
都
か
ら
地
方
に
伝
播
す
る
。
．

こ
れ
ら
の
特
色
は
、
『
五
二
集
』
撰
者
連
の
主
体
的
詩
観
か
ら
の
み
生
じ
た
の

で
は
な
く
、
多
数
の
作
品
か
ら
自
ら
形
成
さ
れ
た
時
代
性
な
の
で
あ
る
。

　
　
〈
2
＞
詩
作
の
参
考
書
的
性
格

　
千
首
を
越
え
る
作
品
を
載
せ
る
2
天
隠
龍
沢
と
1
月
舟
寿
桂
の
詩
風
は
、
そ

の
ま
ま
『
五
都
響
』
の
性
格
を
リ
ー
ド
す
る
。

　
天
意
龍
沢
は
主
に
7
江
西
龍
派
に
詩
を
学
ん
だ
。
江
西
龍
派
は
中
唐
よ
り
元

末
ま
で
の
作
品
を
撰
ん
で
『
新
撰
集
』
を
編
み
、
二
言
は
そ
の
『
新
撰
集
』
と

5
瑞
岩
団
怪
編
『
新
編
集
』
の
二
集
よ
り
精
撰
し
て
『
錦
繍
段
』
を
編
纂
し
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
月
舟
西
桂
が
、

　
錦
繍
段
雪
意
雲
師
（
1
1
天
恩
龍
沢
）
為
童
蒙
所
書
（
「
題
錦
繍
段
主
義
後
」
）

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
年
少
者
の
詩
作
の
参
考
書
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で

　
（
9
）

あ
っ
た
。

　
月
舟
寿
桂
は
本
影
の
正
中
祥
瑞
の
勧
め
に
よ
っ
て
天
隠
和
尚
を
受
戒
師
と

し
、
詩
文
や
蒲
室
四
六
法
を
学
ん
だ
。
月
舟
は
「
前
書
南
物
思
隠
和
尚
」
に
、

　
臨
予
（
月
舟
）
薙
髪
時
招
禅
師
（
1
1
天
隠
）
、
執
薙
刀
授
之
授
戒
師
。
素
的
予

　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
伝
文
章
印
也
。
然
後
車
親
灸
倭
語
　
。

と
述
べ
て
い
る
。
月
舟
は
師
の
天
隠
和
尚
と
同
様
、
三
条
西
実
隆
と
野
津
を
結

び
、
『
幻
雲
詩
稿
』
を
残
す
が
、
こ
こ
で
特
筆
し
た
い
の
は
、
『
錦
繍
段
』
を
増

補
し
て
『
続
錦
繍
段
』
を
作
っ
て
い
る
事
で
あ
る
。

難
　
雑
〉
雛
（
・
天
四
丁
続
錦
繍
段
（
・
月
舟
）

の
撰
集
の
時
代
的
潮
流
と
、
編
纂
署
名
に
よ
っ
て
、
『
五
落
蓋
』
の
性
格
が
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

え
て
き
は
し
な
い
か
。
『
五
鳳
集
』
は
後
白
黒
上
皇
、
後
水
尾
天
皇
の
聖
旨
に
沿

い
つ
つ
も
、
や
は
り
童
蒙
の
詩
作
に
資
す
る
と
い
う
意
図
で
編
ま
れ
た
よ
う
で

あ
る
。

　
こ
の
事
は
先
の
部
立
を
見
て
も
明
白
で
あ
る
。
二
十
七
部
を
見
な
お
し
て
み

る
と
、
8
悼
付
猛
卯
辰
が
目
に
つ
く
。
さ
ら
に
細
部
に
目
を
及
ぼ
す
と
、
例

え
ば
巻
二
十
四
～
巻
三
十
一
の
6
招
寄
は
、
分
静
部
と
和
韻
部
と
に
分
か
れ
、

巻
二
十
六
は
雷
獣
・
冬
静
・
鍾
曲
・
江
龍
・
支
静
、
巻
二
十
七
に
は
微
・
魚
・

斉
・
佳
・
灰
駒
と
い
う
よ
う
に
、
あ
た
か
も
曲
書
の
如
き
観
を
呈
す
る
。
『
五

鳳
集
』
学
習
者
は
、
自
分
の
詠
み
た
い
テ
ー
マ
が
上
部
に
属
す
る
か
を
ま
ず
見

定
め
、
黒
駒
に
よ
っ
て
詩
語
を
採
取
し
、
推
敲
し
て
ゆ
け
ぽ
ま
ず
は
無
難
な
詩

を
作
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
収
載
数
最
多
の
月
舟
寿
桂
と
二
番
の
天
隠
龍
沢
を
述
べ
て
お
き
な
が
ら
、
三

　
　
　
　
　
　
　

番
の
策
彦
周
良
に
言
及
し
な
い
の
は
片
手
落
ち
の
よ
う
な
の
で
、
少
し
だ
け
付

記
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
（
1
2
）

　
集
雲
守
藤
が
製
し
た
「
仙
洞
三
千
句
序
」
は
本
論
集
第
四
巻
で
紹
介
し
た

が
、
必
要
部
分
を
書
下
し
文
で
再
録
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か
し

　
軋
る
時
、
（
後
装
成
院
は
）
百
僚
を
諭
し
て
曰
く
、
「
二
時
、
横
川
・
桃
源
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
甘
露
の
江
東
三
千
句
有
り
。
中
間
に
策
彦
・
婆
心
両
者
宿
の
四
千
五
百
韻
有

　
り
て
、
世
を
挙
げ
て
之
を
詠
じ
之
を
筆
し
、
共
に
無
窮
に
伝
う
。
皇
に
偉
な
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『翰林五鳳集』について

　
る
哉
。
今
を
越
え
た
り
し
と
。
上
皇
余
光
を
望
み
、
将
に
頽
風
を
救
わ
ん
と

　
し
、
五
岳
の
俊
柄
と
九
城
の
寵
臣
を
鳳
閾
に
於
て
選
試
し
、
各
々
志
を
言
わ

　
し
む
る
者
、
東
韻
よ
り
威
韻
に
到
る
ま
で
三
千
句
な
り

後
陽
成
院
は
策
彦
周
良
と
江
心
承
董
の
城
西
聯
句
を
こ
よ
な
く
尊
重
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
『
五
鳳
集
』
に
は
江
心
の
作
は
百
四
十
二
首
あ
り
、
第
二
十
七
番
目

に
多
い
。
な
お
、
策
彦
周
良
自
筆
の
『
小
略
韻
』
を
、
上
皇
は
慈
照
院
の
有
節

（
1
3
）

瑞
保
か
ら
御
借
用
に
な
っ
て
い
る
事
も
付
け
加
え
て
お
く
。

　
次
々
と
付
記
す
れ
ぽ
際
限
が
な
い
が
、
収
載
数
第
四
番
の
希
世
霊
彦
（
別
称

は
村
庵
）
は
7
江
西
龍
派
の
教
え
を
直
接
受
け
、

　
村
庵
没
後
、
禅
林
詩
衰
。

と
林
驚
峰
が
記
し
た
ほ
ど
、
五
山
文
学
史
に
最
後
の
光
芒
を
放
っ
た
文
学
僧

で
、
彼
の
『
忠
庵
稿
』
を
無
視
し
て
は
、
『
墨
染
集
』
撰
者
達
の
抱
く
五
山
文

学
史
観
が
成
立
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
〈
3
＞
建
仁
寺
友
社
の
作
品
に
偏
っ
て
い
る

　
玉
村
竹
二
氏
は
五
山
文
学
を
、
相
国
寺
出
社
、
建
仁
寺
友
社
、
東
福
寺
系
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

三
つ
に
分
類
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
ず
妥
当
な
説
で
あ
ろ
う
。
い
つ
頃
か
ら
言
わ

れ
た
の
か
不
明
だ
が
、
「
東
福
寺
の
伽
藍
づ
ら
、
妙
心
寺
の
算
盤
づ
ら
、
大
徳

寺
の
茶
人
づ
ら
、
相
国
寺
の
梵
唄
づ
ら
」
と
並
べ
て
、
「
建
仁
寺
の
学
問
づ

ら
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
に
建
仁
寺
は
伝
統
的
に
学
問
・
文
学
が

盛
ん
で
あ
っ
た
。

　
建
仁
寺
友
社
は
一
三
一
麟
系
と
絶
海
中
津
系
と
に
分
れ
る
の
だ
が
、
文
学
の

師
弟
関
係
（
必
ず
し
も
法
系
と
は
「
致
し
な
い
）
を
次
に
図
示
し
て
お
く
。
傍
点

の
相
国
寺
友
社
系
の
人
が
ま
じ
っ
て
い
て
、

集
』
の
一
つ
の
傾
向
を
見
る
事
が
出
来
る
。

設
置
－
惟
高

彦
龍

梅
雲

整
然
と
は
し
な
い
が
、
『
五
鳳

霊送穀

天
隠

月
舟
－
梅
屋

古
桂

雪
嶺
－
三
益

仁
如
図

法
系
か
ら
言
え
ば
、
建
仁
寺
友
社
の
祖
と
も
言
い
得
る
絶
海
中
津
も
、
相
国
寺

友
社
の
義
堂
周
信
も
、
共
に
夢
心
疎
石
の
法
嗣
で
あ
る
が
、
文
学
の
師
弟
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

は
別
で
あ
る
。
し
か
し
、
雪
嶺
永
瑛
、
湯
沢
永
恩
、
三
益
永
因
、
英
甫
永
雄
ら

　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
。

は
同
じ
く
此
山
派
で
学
系
も
同
じ
く
し
、
江
西
続
出
、
慕
哲
龍
墓
、
瑞
岩
龍

　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

梶
、
九
淵
龍
課
正
宗
早
撃
ら
は
法
系
も
学
問
文
学
も
、
さ
ら
に
血
縁
ま
で
系
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

を
同
じ
く
す
る
珍
ら
し
い
例
で
あ
る
。
天
業
龍
沢
は
虚
字
（
法
譲
の
第
一
字
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

を
同
じ
く
す
る
も
の
の
法
弊
は
一
山
派
で
、
た
ゴ
学
問
を
正
宗
龍
統
、
九
淵
龍

　
　
　
　
む

縢
、
五
鼎
龍
怪
よ
り
学
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
〈
4
＞
東
福
寺
住
持
が
多
い

　
1
4
虎
導
師
錬
の
四
百
九
十
五
首
、
2
0
熈
下
龍
喜
の
三
百
九
十
一
首
し
か
前
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

の
二
十
人
の
中
に
入
っ
て
い
な
い
が
、
茂
彦
雲
叢
（
一
二
五
首
）
月
渓
聖
澄
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蔭木英雄

（
＝
五
首
）
集
雲
三
面
（
六
四
首
）
作
成
尊
信
（
四
七
首
）
梅
心
善
仙
（
二
九

首
）
剛
外
乱
柔
（
二
四
首
）
惟
杏
永
哲
（
一
六
首
）
乾
耳
玉
曇
（
一
首
）
が
あ

る
。
虎
関
、
乾
峰
、
茂
彦
以
外
は
全
て
剛
外
令
柔
芸
文
に
い
う
“
今
人
”
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゅ
え
ん

り
、
又
、
梅
心
善
仙
以
外
は
皆
東
福
寺
に
入
院
し
た
僧
で
あ
る
。
法
系
を
示
し

て
お
く
（
カ
ッ
コ
内
は
『
五
鳳
集
』
に
無
関
係
の
人
。
数
字
は
東
福
寺
住
持
世

代
）
。

思
う
に
、
重
文
を
書
い
た
剛
外
令
柔
や
、
集
雲
守
藤
が
『
五
標
語
』
撰
者
で
あ

っ
た
の
で
、
文
学
的
価
値
は
そ
う
高
く
な
い
の
に
、
東
福
寺
住
持
の
作
品
を
入

集
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
一
朝
、
百
僚
を
し
て
古
来
五
岳
諸
彦
の
、
虎
関
、
乾
峰
、
空
華
、
蕉
堅
、
惟

　
肖
、
村
庵
、
江
西
、
瑞
岩
以
下
、
今
人
に
泊
ぶ
詩
を
輯
録
せ
し
む
。

と
い
う
剛
外
の
践
文
に
拘
ら
ず
、
乾
峰
の
作
品
が
僅
か
一
首
と
い
う
の
が
暗
示

的
で
あ
る
。

　
関
白
豊
臣
秀
次
は
、
衰
え
た
五
山
文
学
を
再
興
す
る
為
、
東
福
寺
南
昌
院
で

月
次
詩
嚢
会
を
開
く
こ
と
を
命
じ
た
。
夏
雲
院
は
天
正
十
七
年
に
豊
臣
秀
次
が

虎
岩
玄
隆
（
前
掲
法
系
図
参
照
）
を
開
山
と
し
て
創
建
し
た
塔
頭
で
あ
る
。
は

じ
め
法
雲
院
と
称
し
て
い
た
が
後
に
南
昌
院
と
改
め
、
開
山
の
虎
岩
玄
隆
は
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　

禄
四
年
七
月
十
五
日
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
で
豊
臣
秀
次
に
殉
死
し
、
死
後
に
東

福
寺
住
持
位
に
侵
せ
ら
れ
て
い
る
。
蚕
齢
院
で
の
月
次
詩
聯
会
の
作
品
は
、

『
五
鳳
集
』
に
多
く
収
載
さ
れ
た
。
例
え
ば
、

　
巻
二
　
「
春
夜
無
月
」
　
　
　
灘
南
昌
院

　
巻
三
　
　
「
黄
鶴
語
太
平
」
　
　
文
禄
二
已
正
月
廿
五
日
秀
次
公
始
五
岳
詩
聯
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
南
山
院

　
巻
十
四
「
月
夜
聴
鵤
」
　
　
　
五
月
廿
五
日
於
南
昌
院

な
ど
は
、
明
ら
か
に
南
昌
院
で
の
作
品
で
あ
る
。
又
、
『
五
三
集
』
に
南
昌
院

の
三
字
は
記
録
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
『
鹿
苑
日
録
』
の
記
述
と
照
合
す
る
と
、

　
巻
五
「
管
花
細
雨
」
、
巻
十
八
「
蠕
蝉
毎
秋
吟
」
、
巻
二
十
「
菊
花
逢
両
重

　
陽
」
「
砧
声
報
秋
」
、
巻
三
十
「
蓬
莱
会
」
、
巻
三
十
九
「
皇
恩
集
京
師
」

も
、
月
直
営
澄
、
集
雲
守
藤
、
惟
杏
永
哲
、
剛
外
些
々
な
ど
の
東
福
寺
僧
を
主

要
メ
ン
バ
ー
と
し
た
、
南
昌
院
月
次
詩
会
の
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
詩
会
で

の
秀
作
を
厳
選
し
た
も
の
で
は
な
く
、
網
羅
的
に
全
作
品
を
収
め
て
い
て
、

『
当
職
集
』
が
五
山
文
学
衰
頽
期
の
類
聚
詩
集
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
？
も
の
に

な
っ
て
い
る
。

む
す
び

　
以
上
、
五
山
文
学
唯
一
の
勅
撰
詩
集
で
あ
り
な
が
ら
、
『
五
言
集
』
が
甚
だ

杜
撰
な
編
集
方
針
、
低
い
文
学
鑑
賞
眼
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
作
詩
参
考
書
で
あ

る
事
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
来
な
ら
ぽ
代
表
的
作
品
を
取
り
上
げ
、
そ
の
精
密
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『翰林五鳳集』について

な
解
釈
学
的
研
究
の
上
に
立
っ
て
、
“
㈹
『
翰
林
五
部
集
』
の
詩
風
と
そ
の
特

色
”
と
項
を
あ
ら
た
め
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
筆
者
は
も
う
退

屈
し
た
。
近
世
漢
文
学
史
、
五
山
文
学
史
の
研
究
の
為
、
『
五
鳳
集
』
を
ざ
っ

と
概
観
し
て
き
た
が
、
文
学
的
感
興
を
惹
起
す
る
も
の
は
少
な
い
。
学
問
研
究

に
主
観
は
禁
物
な
の
だ
が
、
「
研
究
の
為
の
研
究
心
」
を
失
な
っ
た
筆
者
は
、

研
究
意
欲
を
そ
そ
る
テ
ー
マ
に
、
書
生
々
活
の
残
年
を
燃
焼
し
た
い
の
で
あ

る
。注

（
1
）
漢
訳
の
妙
法
蓮
華
経
は
二
十
八
品
で
あ
る
が
、
正
法
華
経
な
ど
は
見
宝
塔
品

　
　
と
提
婆
達
才
品
と
を
一
に
ま
と
め
て
い
る
の
で
二
十
七
品
で
あ
る
。

（
2
）
巻
四
十
五
～
巻
四
十
八
は
画
図
部
、
巻
四
十
九
～
巻
五
十
一
は
扇
面
部
で
あ

　
　
る
が
、
春
部
に
「
子
昂
春
山
図
」
「
扇
面
桜
花
」
、
夏
部
に
「
榴
花
禽
図
」
「
扇
面

　
　
杜
若
」
な
ど
、
各
部
に
わ
た
っ
て
画
図
、
扇
面
の
作
品
が
あ
り
、
そ
の
他
不
整

　
　
美
が
目
立
つ
。

（
3
）
『
五
鳳
集
』
序
に
、
“
此
集
之
発
端
、
江
春
入
旧
年
星
斗
題
、
偶
合
古
今
集
巻

　
　
頭
之
詠
歌
”
と
あ
る
。

（
4
）
『
五
寸
集
』
賊
に
、
“
自
虎
関
、
蘭
引
、
空
華
（
一
義
堂
）
、
蕉
堅
、
惟
肖
、
村

　
　
庵
、
江
西
、
瑞
岩
以
下
、
泊
今
人
之
詩
”
と
あ
る
。

（
5
）
『
五
鳳
町
』
践
に
、
”
中
古
有
新
撰
・
新
編
二
集
行
干
世
。
東
雲
師
（
1
1
天

　
　
隠
）
抜
其
葦
、
称
錦
繍
段
也
”
と
あ
る
。

（
6
）
伊
藤
東
慎
「
三
益
永
因
の
艶
詩
」
（
『
禅
文
化
』
四
十
六
号
）
参
照
。

（
7
）
拙
稿
「
倒
野
卑
の
世
界
」
（
『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
十
一
号
）
参
照
。

（
8
）
拙
著
『
五
山
詩
史
の
研
究
』
第
四
章
参
照
。

（
9
）
舟
橋
秀
賢
の
『
慶
長
日
件
録
』
〈
慶
長
九
・
四
・
八
の
項
〉
に
、
”
禁
中
南
禅
寺

　
　
語
心
院
沖
長
老
錦
繍
段
談
義
被
申
上
於
黒
戸
”
と
あ
り
、
『
言
緒
卿
記
』
〈
慶
長

　
　
十
七
・
四
・
十
九
の
項
〉
に
は
、
“
従
近
衛
殿
慈
照
院
（
有
節
瑞
保
）
錦
三
段
談
申

　
　
候
”
と
記
さ
れ
、
当
時
の
公
家
で
も
よ
く
読
ま
れ
て
い
た
。

（
1
0
）
歌
集
・
詩
集
を
勅
撰
す
る
事
に
よ
り
、
聖
代
を
誇
示
謳
歌
す
る
と
い
う
伝
統

　
　
的
公
式
的
な
叡
慮
の
外
に
、
後
陽
成
院
は
、
『
錦
繍
段
』
『
勧
学
文
』
『
日
本
書

　
　
紀
神
代
巻
』
『
大
学
』
『
論
語
』
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
慶
長
勅
版
を
刊
行
さ
れ
た
延

　
　
長
線
上
に
、
『
五
鳳
集
』
刊
行
を
企
図
な
さ
れ
た
と
推
測
し
得
る
。
又
、
後
水

　
　
尾
天
皇
は
、
朝
廷
と
徳
川
幕
府
と
の
確
執
の
中
で
、
朝
廷
の
権
威
を
文
学
に
求

　
　
め
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
1
1
）
牧
田
諦
亮
『
策
彦
入
明
記
の
研
究
』
参
照
。

（
1
2
）
順
序
守
藤
は
近
江
の
人
で
、
東
福
寺
不
二
庵
の
桂
庵
守
広
の
嗣
で
あ
る
。
南

　
　
昌
三
叉
聯
会
の
常
連
で
あ
っ
た
が
、
天
正
十
九
年
八
月
五
日
に
真
如
寺
の
台
帖

　
　
を
受
け
、
慶
長
二
年
三
月
十
一
日
、
太
閣
豊
臣
秀
吉
か
ら
東
福
寺
公
孫
を
受
け

　
　
る
。
時
に
三
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ど
う
し
た
こ
と
か
江
湖
疏
、
道
旧

　
　
疏
、
同
門
疏
な
し
で
入
院
し
、
半
年
足
ら
ず
で
退
い
た
。
慶
長
九
年
に
は
南
禅

　
　
寺
公
帖
を
受
く
。
後
陽
成
院
御
所
、
八
条
院
邸
、
近
衛
信
尋
邸
の
詩
歌
会
に

　
　
度
々
赴
き
、
九
条
忠
栄
邸
で
三
体
詩
を
講
じ
、
五
山
衆
が
謄
写
し
た
『
東
予
』

　
　
に
践
文
を
書
く
な
ど
、
活
発
に
文
学
活
動
を
行
な
っ
た
。
方
広
寺
鐘
銘
事
件
の

　
　
文
英
愚
挙
を
弁
護
し
た
が
成
功
せ
ず
、
元
和
七
年
七
月
六
日
、
六
十
三
歳
で
示

　
　
寂
し
た
。
『
棘
林
志
』
所
収
の
「
薄
雲
院
集
雲
守
藤
和
尚
伝
」
に
、
“
後
陽
成
帝

　
　
毎
好
文
雅
、
及
遷
仙
宮
、
屡
召
師
為
詩
聯
会
。
叡
慮
殊
渥
、
毎
賜
御
書
”
と
あ

　
　
り
、
後
陽
成
院
の
御
信
任
が
厚
か
っ
た
。
又
、
黒
田
如
水
と
も
師
壇
の
好
を
結

　
　
ぶ
。
『
五
鳳
集
』
に
は
六
十
四
首
入
集
。

（
1
3
）
有
節
瑞
保
は
近
江
の
市
村
氏
出
身
で
、
桃
源
瑞
仙
と
同
族
で
あ
る
。
砧
谷
瑞
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蔭木英雄

　
延
の
法
を
嗣
ぎ
、
天
正
九
年
正
月
、
真
如
寺
に
出
世
し
、
次
で
同
十
三
年
二
月

　
に
相
国
寺
、
同
二
十
年
四
月
に
南
禅
寺
に
入
院
し
た
。
「
在
中
中
言
遷
化
の
日
、

　
　
慈
照
院
殿
（
足
利
義
政
）
の
御
命
日
に
死
ぬ
だ
ろ
う
」
と
い
う
予
言
通
り
、
寛

　
　
永
十
年
十
一
月
七
日
、
八
十
六
歳
で
慈
照
院
で
示
寂
し
た
。
法
嗣
に
所
叔
顕
悼

　
　
や
、
『
五
鳳
集
』
を
書
写
し
た
如
天
喜
玄
が
い
る
。
「
相
国
塔
頭
末
派
略
記
」
の

　
　
慈
照
院
の
項
に
、

　
　
曽
司
僧
事
、
居
干
鹿
苑
院
、
山
門
再
造
慶
讃
、
後
陽
成
院
御
宇
、
召
師
及
五

　
　
岳
諸
老
、
令
製
詩
聯
句
。
有
御
製
使
師
評
之
、
有
時
賜
白
銀
若
干
。

　
　
と
あ
る
よ
う
に
、
慶
長
十
七
年
十
一
月
ま
で
鹿
苑
僧
録
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る

　
鳳
城
聯
句
会
の
常
連
で
、
聚
楽
城
で
昌
叱
の
源
氏
物
語
講
を
聞
く
な
ど
、
当
代

　
の
代
表
的
文
学
僧
で
あ
っ
た
。
『
五
鳳
集
』
に
は
二
十
七
首
載
る
。

（
1
4
）
玉
村
竹
二
『
五
山
文
学
』
二
百
十
四
頁
以
下
。

（
1
5
）
法
系
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

高
峰
∴
擁
　
－
九
峰
以
成
繍
H
論
齢

（
1
6
）
月
渓
聖
澄
は
近
江
の
人
。
器
之
聖
琳
の
法
を
嗣
ぎ
、
法
嗣
に
は
『
五
鳳
集
』

　
を
書
写
し
た
雲
喬
聖
興
が
い
る
。
仁
如
集
尭
（
四
六
文
で
有
名
な
『
鎮
氷
集
』
の

　
著
者
）
の
教
え
を
受
け
る
こ
と
二
十
余
年
に
及
び
、
特
に
四
六
文
に
秀
れ
て
い

　
て
、
笑
隠
大
訴
（
号
は
蒲
室
）
の
蒲
室
疏
法
を
慶
長
十
七
年
に
講
じ
て
い
る
。

　
『
鹿
苑
日
録
』
〈
慶
長
二
、
十
一
、
八
〉
に
、
他
人
が
製
し
た
諸
山
疏
を
見
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
「
八
字
の
称
は
祖
語
に
非
ず
」
と
批
判
す
る
と
、
西
笑
承
党
は
“
月
渓
一
生
之

　
癖
、
欲
指
人
疵
瑠
”
と
書
き
と
め
て
い
る
。
酷
し
い
性
格
の
人
で
あ
っ
た
ら
し

　
い
。
文
禄
三
年
十
月
、
伊
達
政
宗
に
聰
せ
ら
れ
て
仙
台
の
東
昌
寺
を
兼
務
し
た

　
が
、
慶
長
元
年
十
二
月
十
日
東
福
寺
住
持
と
な
り
、
同
九
年
五
月
十
五
日
南
禅

　
寺
公
帖
を
受
け
、
元
和
元
年
七
月
七
日
、
八
十
歳
で
遷
化
し
た
。
」
這
老
凍
儂

　
本
書
遺
　
　
面
目
現
前
　
四
型
八
隻
”
が
遺
墨
で
あ
る
。
鳳
城
聯
句
会
の
常
連

　
で
あ
っ
た
が
、
詩
の
創
作
よ
り
も
学
問
に
秀
れ
、
九
条
忠
栄
邸
（
慶
長
＋
四
、

　
＋
、
十
～
同
十
六
、
十
、
核
型
）
や
禁
中
（
慶
長
十
七
、
八
、
十
～
同
十
八
、
十
、
十

　
三
）
で
『
古
文
真
宝
』
を
講
じ
た
。
所
叔
顕
悼
は
、
“
賀
月
渓
老
師
為
帝
師
範
、

　
罷
業
下
聖
経
〈
『
鹿
苑
日
録
』
慶
長
十
八
、
八
、
十
七
〉
と
記
し
て
い
る
。

（
1
7
）
東
福
寺
即
宗
院
所
蔵
「
前
住
東
福
虎
岩
和
尚
肖
像
」
に
拠
る
。
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